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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第67期

第１四半期連結
累計期間

第68期
第１四半期連結
累計期間

第67期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 2,133,482 2,248,607 9,811,803

経常利益又は経常損失（△） (千円) △3,378 △5,621 650,964

親会社株主に帰属する四半期(当期)
純利益又は親会社株主に帰属する
四半期純損失（△）

(千円) △15,975 102,512 439,392

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △110,222 137,353 531,402

純資産額 (千円) 15,019,976 15,681,850 15,554,028

総資産額 (千円) 18,027,358 19,507,700 19,344,103

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) △14.88 95.48 409.24

潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 83.32 79.89 80.41
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第67期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

第67期及び第68期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．平成28年10月１日を効力発生日として、普通株式10株を１株の割合で併合しており、前連結会計年度の期首

に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり四半期(当期)純利益金額又は四半期純損失金額を算定し

ております。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

なお、平成29年５月15日付で協和興業株式会社の株式を取得し、子会社化したため、当第１四半期連結会計期間よ

り、同社を連結の範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

 当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

  また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府による積極的な経済政策が実施されており、緩やかな

回復基調が続いているものの、海外経済、為替相場の動向による影響が懸念され、先行きは依然として不透明な状

況にあります。

当社グループの大口需要家であります電力会社においては、原子力発電停止に伴う代替発電燃料費増加の影響に

加え、昨年度より開始された電力小売全面自由化による新電力への切り替えや、今後予定されている送配電部門の

法的分離などの動きから、設備投資の抑制や更なるコスト削減要請が続いております。ＮＴＴにおいても、当社グ

ループに関連した設備投資が抑制傾向となっており、厳しい受注環境となっております。

このような状況のなか、当社グループの取り組みとして、経営環境の変化に応じた投資を実施するとともに、業

務の効率化によるコスト削減や品質管理の推進、新規マーケットの開拓も進め、新たなインフラ構築に貢献すべ

く、グループ一丸となって取り組みました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は2,248百万円と前年同期に比べ115百万円、5.4％の増収となり

ました。経常損失は5百万円(前年同期は経常損失3百万円)となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、負のの

れん発生益を特別利益に計上したことから、102百万円(前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失15百万円)と

なりました。

 

セグメントに代わる需要分野別の業績は、次のとおりであります。

① 交通信号・標識・学校体育施設関連

標識関連は、全国的に堅調に推移しました。しかしながら、交通信号関連は、全国的にコンクリート柱の建替

や信号機のＬＥＤ化工事などが低調となりました。また、学校体育施設関連においても、全国的に小規模工事が

多く低調に推移しました。その結果、売上高は102百万円と前年同期に比べ23百万円、18.4％の減収となりまし

た。

 
②  ブロードバンド・防災無線関連

防災無線関連は、全国的に堅調に推移しました。ブロードバンド関連は、市場価格の厳しい状況が続いており

ますが、物件工事が立ち上がり、好調となりました。その結果、売上高は210百万円と前年同期に比べ19百万円、

10.5％の増収となりました。

 
③  情報通信・電話関連

情報通信関連は、電気通信事業者による光伝送路工事や移動体アンテナ設置工事が全国的に堅調に推移しまし

た。また、電話関連においても、コンクリート柱の建替工事などが好調に推移しました。その結果、売上高は563

百万円と前年同期に比べ80百万円、16.6％の増収となりました。
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④ 配電線路関連

配電線路関連は、原子力発電停止に伴う代替発電燃料費増加の影響に加え、昨年度より開始された電力小売全

面自由化などにより、設備投資の抑制や更なるコスト削減要請が続いており、厳しい受注環境となりました。そ

の結果、売上高は916百万円と前年同期に比べ29百万円、3.1％の減収となりました。

 
⑤ その他

一般民需、公共工事関連は、街路灯・防犯灯ＬＥＤ化工事などがあり、堅調に推移しました。鉄道関連は、コ

ンクリート柱建替や安全対策に伴う付帯工事が好調に推移しました。その結果、売上高は455百万円と前年同期に

比べ67百万円、17.4％の増収となりました。

 
(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ163百万円増加し、19,507百万円となりまし

た。

当第１四半期連結累計期間における資産、負債及び純資産の状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 

 (資産の部)

流動資産は、前連結会計年度末に比べ369百万円減少し、11,362百万円となりました。

これは、主に商品及び製品が322百万円増加したことと、現金及び預金が303百万円、受取手形及び売掛金が468百

万円減少したことによるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ533百万円増加し、8,145百万円となりました。

これは、主に有形固定資産が514百万円増加したことによるものです。

 

 (負債の部)

負債は、前連結会計年度末に比べ35百万円増加し、3,825百万円となりました。

これは、主に支払手形及び買掛金が131百万円増加したことと、未払法人税等が113百万円減少したことによるも

のです。

 

 (純資産の部)

純資産は、前連結会計年度末に比べ127百万円増加し、15,681百万円となりました。

これは、主にその他有価証券評価差額金が23百万円及び非支配株主持分が96百万円増加したことによるもので

す。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、62百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5) 主要な設備

主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第１四半期連結累計期間に著しい変動があっ

た設備は、次のとおりであります。

（新設）

当第１四半期連結累計期間において、松戸第２工場に新設備（取得価額合計361百万円）を導入しました。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

 普通株式 4,000,000

計 4,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数(株)
　 (平成29年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,100,000 1,100,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
100株

計 1,100,000 1,100,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総数
増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年４月１日～
平成29年６月30日 

― 1,100,000 ― 1,496,950 ― 1,210,656

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成29年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   平成29年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式　 　 25,600
(相互保有株式)
普通株式      2,500

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  1,071,200 10,712 ―

単元未満株式 普通株式　　　　 700 ― ―

発行済株式総数           1,100,000 ― ―

総株主の議決権 ― 10,712 ―
 

(注) 上記「完全議決権株式(その他)」の「株式数」欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれておりま

す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成29年３月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数(株)

他人名義所有株
式数(株)

所有株式数の合
計(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
イワブチ㈱

千葉県松戸市上本郷
167番地

25,600 ― 25,600 2.33

(相互保有株式)
㈱アドバリュー

東京都中央区八重洲
二丁目7番12号

2,200 ― 2,200 0.20

(相互保有株式)
富田鉄工㈱

千葉県松戸市上本郷
97番地1号

300 ― 300 0.03

計 ― 28,100 ― 28,100 2.55
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,617,119 6,314,119

  受取手形及び売掛金 2,832,090 2,363,720

  電子記録債権 209,025 258,578

  商品及び製品 1,548,929 1,871,590

  仕掛品 95,602 126,480

  原材料及び貯蔵品 239,782 260,658

  その他 212,389 188,405

  貸倒引当金 △22,684 △20,976

  流動資産合計 11,732,256 11,362,576

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,048,138 2,054,501

   土地 3,392,434 3,552,934

   その他（純額） 532,122 880,095

   有形固定資産合計 5,972,696 6,487,531

  無形固定資産 123,858 123,736

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,347,579 1,350,471

   その他 198,813 217,860

   貸倒引当金 △31,100 △34,475

   投資その他の資産合計 1,515,292 1,533,856

  固定資産合計 7,611,846 8,145,124

 資産合計 19,344,103 19,507,700
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,378,510 1,509,607

  短期借入金 186,599 175,647

  未払法人税等 138,179 24,714

  賞与引当金 224,016 123,982

  その他 298,431 362,768

  流動負債合計 2,225,737 2,196,720

 固定負債   

  長期借入金 689,166 679,664

  役員退職慰労引当金 233,403 286,006

  退職給付に係る負債 442,732 458,525

  その他 199,035 204,933

  固定負債合計 1,564,337 1,629,129

 負債合計 3,790,074 3,825,849

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,496,950 1,496,950

  資本剰余金 1,231,962 1,231,962

  利益剰余金 12,512,547 12,507,622

  自己株式 △150,457 △150,457

  株主資本合計 15,091,002 15,086,077

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 387,252 410,347

  為替換算調整勘定 75,773 89,199

  その他の包括利益累計額合計 463,026 499,547

 非支配株主持分 - 96,225

 純資産合計 15,554,028 15,681,850

負債純資産合計 19,344,103 19,507,700
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 2,133,482 2,248,607

売上原価 1,582,872 1,600,424

売上総利益 550,609 648,182

販売費及び一般管理費 602,052 677,035

営業損失（△） △51,442 △28,853

営業外収益   

 受取利息 199 147

 受取配当金 14,722 15,181

 受取賃貸料 10,274 10,211

 為替差益 11,327 -

 貸倒引当金戻入額 19,124 1,023

 その他 5,296 4,167

 営業外収益合計 60,944 30,730

営業外費用   

 支払利息 485 1,328

 為替差損 - 3,386

 持分法による投資損失 12,390 2,675

 その他 4 107

 営業外費用合計 12,880 7,499

経常損失（△） △3,378 △5,621

特別利益   

 固定資産売却益 49 99

 負ののれん発生益 - 125,010

 特別利益合計 49 125,110

特別損失   

 固定資産除売却損 4,963 2,404

 会員権評価損 8,252 -

 特別損失合計 13,216 2,404

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△16,544 117,084

法人税等 △569 16,251

四半期純利益又は四半期純損失（△） △15,975 100,832

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） - △1,679

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△15,975 102,512
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △15,975 100,832

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △24,543 23,095

 為替換算調整勘定 △69,703 13,425

 その他の包括利益合計 △94,246 36,520

四半期包括利益 △110,222 137,353

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △110,222 139,033

 非支配株主に係る四半期包括利益 - △1,679
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

連結の範囲の重要な変更

平成29年５月15日付で協和興業株式会社の株式を取得し、子会社化したため、当第１四半期連結会計期間より、

同社を連結の範囲に含めております。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

減価償却費 83,514千円 90,538千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり配
当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 161,159 15 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

 

(注) １．１株当たり配当額には、上場20周年記念配当５円を含んでおります。

２．平成28年10月１日を効力発生日として、普通株式10株を１株の割合で併合しておりますが、上記の１株当た

り配当額につきましては、株式併合前の金額を記載しております。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり配
当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 107,436 100 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

 

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

当社グループは架線及び機器用の支持部品である電気架線金物及びその他製商品の製造、仕入、販売を営んでお

り、その事業が単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

当社グループは架線及び機器用の支持部品である電気架線金物及びその他製商品の製造、仕入、販売を営んでお

り、その事業が単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(企業結合等関係)

取得による企業結合

１．企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 協和興業株式会社

事業の内容 電気架線金物及び各種電気工事材料の製造販売

土木工事及び建柱工事の設計施工
 

 

(2) 企業結合を行った主な理由

当社は、電力、通信、信号、放送、鉄道用各種電気架線金物及びコンクリートポール用品等の製造販売を行

う専門メーカーとして多様化する顧客のニーズに合致した製品を提供できるよう技術を培い、生産設備の合理

化と全国を網羅する販売サービス体制の確立に努めてまいりました。

一方、協和興業株式会社（大阪市此花区）は、電気架線金物及び各種電気工事材料の製造販売並びに土木工

事及び建柱工事の設計施工に関する事業を行い、関西圏を中心としたインフラ構築の一翼を担ってまいりまし

た。

同社は昨今の経営環境に鑑み単独での事業展開には限界があることから、当社に支援を要請し、当社も最大

限協力することといたしました。その一環として今般の株式引き受けによる子会社化で、両社一体となり品質

をはじめ顧客満足度の高い製品を幅広く提供する体制を確立し、事業展開を図るものであります。

 
(3) 企業結合日

平成29年５月15日 (みなし取得日　平成29年４月１日)

 
(4) 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式の取得

 
(5) 結合後企業の名称

変更はありません。

 
(6) 取得した議決権比率

取得直前に所有していた議決権比率 19.97%

企業結合日に追加取得した議決権比率 47.39%

取得後の議決権比率 67.36%
 

　

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

現金を対価とした株式取得により、当社が議決権の67.36％を取得したためであります。

　

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

平成29年４月１日から平成29年６月30日まで

 
３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

企業結合の直前に保有していた株式の企業結合日における時価 22,800千円

企業結合日において追加取得した株式の対価 54,240千円

取得原価 77,040千円
 

　

４．被取得企業の取得原価と取得するに至った取引ごとの取得原価の合計額との差額

発生しておりません。
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５．発生した負ののれんの金額及び発生原因

(1) 負ののれん発生益の金額

125,010千円

 
(2) 発生原因

企業結合時の被取得企業の時価純資産が取得原価を上回ったため、その差額を負ののれん発生益として認識

しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は1株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり
四半期純損失金額（△）

 △14円88銭 95円48銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は
親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）
(千円)

△15,975 102,512

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益金額又は親会社株主に帰属する四半期
純損失金額（△）(千円)

△15,975 102,512

普通株式の期中平均株式数(千株) 1,073 1,073

 

(注)１．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

２．平成28年10月１日を効力発生日として、普通株式10株を１株の割合で併合しており、前連結会計年度の期首

に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり四半期純損失金額を算定しております。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月10日

イワブチ株式会社

取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   阿   部       　博   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   成   島         徹   印

 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイワブチ株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イワブチ株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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